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田辺市議会ホームページ
http://www.city.tanabe.lg.jp/gikai/index.html

※携帯電話・スマートフォンなどの
バーコードリーダーで読み取ると、
議会ホームページにアクセスできます。
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　平成 26 年 12 月定例会は、12 月 2 日に開会し、22
日までの 21 日間の会期で開催され、「平成 26 年度一
般会計補正予算」をはじめ、「田辺市立小学校及び中
学校条例の一部改正について」など、市長提出議案
24 件を全て原案のとおり可決または異議なしとしま
した。
　また、市長専決処分事項については１件を承認、１
件の報告を受けたほか、国の関係行政庁に提出する意
見書１件を原案のとおり可決しました。
　なお、9 月議会で常任委員会に付託され、閉会中の
継続審査となっていた平成 25 年度一般会計及び各種
特別会計の歳入歳出決算議案等 17 件については、全
て原案のとおり認定または可決されました。
　本定例会では、12 月 11 日・12 日の 2 日間にわたり、
7 人の議員が一般質問を行いました。
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件　　名 議決結果

◆平成 25 年度各種会計決算（9 月議会において閉会中の継続審査としたもの）
３定議案第 22 号  平成 25 年度田辺市一般会計歳入歳出決算について
３定議案第 23 号  平成 25 年度田辺市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算について
３定議案第 24 号  平成 25 年度田辺市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算について
３定議案第 25 号  平成 25 年度田辺市介護保険特別会計歳入歳出決算について
※上記以外の平成 25 年度各種会計決算等 13 件については全会一致により認定または
　原案可決

認定
（賛成多数）

３定請願第１号  中学校卒業まで「子ども医療費無料化」を求める請願
※１　平成 26 年 9 月議会において閉会中の継続審査としたもの
※ 2　委員会における審査経過は次ページに掲載 不採択

（賛成少数）
４定請願第１号  中辺路学校給食調理場の存続・改修を求める請願
※委員会における審査経過は次ページに掲載

４定議案第１号  田辺市職員の給与に関する条例等の一部改正について

原案可決
（全会一致）

４定議案第２号  田辺市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正
について

４定議案第５号  田辺市立小学校及び中学校条例の一部改正について（鮎川小学校と
三川小学校及び衣笠中学校と長野中学校を統合するため、所要の改正を行うもの）

４定議案第 10 号  平成 26 年度田辺市一般会計補正予算（第７号）

４定発議第１号  農業・農協改革に関する意見書の提出について
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議決結果（主なもの） 平成 26 年 12 月定例会

３定議案第 22 号　平成
25 年度田辺市一般会計
歳入歳出決算について及
び 23 号、24 号、25 号
※上記議決結果参照

賛否が分か
れた議案等
○：賛成　×：反対

※議長（塚　寿雄）は議決に加わらないため斜線としています。

紀新会 誠和会 公明党 日本
共産党 清新会 くまの

クラブ

３定請願第１号　中学校
卒業まで「子ども医療費
無料化」を求める請願

４定請願第１号　中辺路
学校給食調理場の存続・
改修を求める請願

※議案番号等の前についている「３定」は 9月議会を、「４定」は 12月議会をあらわしています。
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こ
れ
ま
で
、
農
協
は
農
家
や

行
政
と
一
体
と
な
り
「
持
続
可

能
な
農
業
」
や
「
豊
か
で
暮
ら

し
や
す
い
地
域
社
会
」
の
構
築

の
た
め
、
地
域
社
会
・
地
域
経

済
の
活
性
化
に
幅
広
く
取
り
組

み
、
地
域
の
社
会
資
本
整
備
に

も
貢
献
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
直
面

し
て
い
る
急
激
な
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
に
加
え
、
消
費
者

ニ
ー
ズ
、
農
産
物
の
流
通
形
態

の
変
化
等
も
相
ま
っ
て
、
時
代

に
応
じ
た
柔
軟
で
機
動
的
か
つ

効
率
的
な
組
織
改
革
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。

　

今
般
、「
規
制
改
革
実
施
計
画
」

で
示
さ
れ
た
農
協
改
革
案
の
取

り
ま
と
め
に
際
し
て
は
、
農
協

本
来
の
使
命
で
あ
る
農
家
所
得

12
月
議
会
で
可
決
さ
れ
た
意
見
書

の
向
上
、
食
料
の
安
定
供
給
、

地
域
社
会
の
維
持
等
の
目
的
を

達
成
す
る
た
め
、
地
域
農
協
や

組
合
員
自
ら
の
意
思
に
よ
る
不

断
の
改
革
が
実
現
す
る
よ
う
、

次
の
事
項
に
留
意
さ
れ
た
い
。

１
．
農
業
、
農
協
改
革
に
当
た

っ
て
は
、
農
家
所
得
拡
大
、
農

村
活
性
化
等
、
真
の
農
業
振
興

に
つ
な
が
る
よ
う
、
生
産
農
家

及
び
関
係
機
関
の
意
見
を
尊
重

し
慎
重
に
対
応
す
る
こ
と

２
．
農
協
改
革
に
当
た
っ
て
は
、

単
位
農
協
の
機
能
強
化
・
独
自

性
の
発
揮
等
を
後
押
し
し
、
農

協
と
組
合
員
自
ら
で
自
己
改
革

が
進
む
よ
う
、
慎
重
か
つ
入
念

な
議
論
を
行
う
こ
と

12 月議会において、次の２件の請願について本会議で
採決が行われました。（いずれも不採択）
２件の請願の要旨と本請願が付託された文教厚生委員
会における審査の要旨は次のとおりです。

場の存続と早期改修を求める。
◆委員会審査（要旨）
・２施設ともに改修するには多額
の費用を要するなどの課題があ
り、児童生徒への安全・安心な
食の提供を最優先に勘案した結
果、教育委員会は大塔給食セン
ターを増改築した上で統合する
方針を決定した。
・教育委員会は、本計画を進める
に際し、地域の小中学校長をは
じめ、学校給食調理員に説明し
た後、中辺路・大塔地区の小中
学校保護者に説明会等を開催し
ているが、今後も保護者の疑問
点等については、解消に努めて
いくとのことである。
・食材調達については、統合後も
現在と同様の対応が可能である。
・調理員配置人数については、調
理食数が減少していることから、
現在の調理場を存続させたとし
ても削減の検討が必要になる。

請願の審査経過
について

農
業
・
農
協
改
革
に
関
す
る
意
見
書
（
要
旨
）

12
月
定
例
会
で
は
、
次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
市
議
会
の

意
思
と
し
て
、
国
会
や
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

子育て環境が保障されることが
重要で、地域による格差が生じ
てはならない。
・中学校卒業まで無償化した場
合、本市の財政負担が恒久的に
増すことにつながる懸念がある。
・子ども医療費の無償化は、国
が全国一律の制度化を行い、実
施すべきものである。

中辺路学校給食調理場の
存続・改修を求める請願

◆請願理由（要旨）
　中辺路学校給食調理場を廃止
し、大塔給食センターへの統合
が教育委員会から提案された。
　子どもたちにとって「顔の見
える」給食の提供が「食育」の
観点からも重要であり、小規模
であるからこそ「地産地消」が
可能である。また、働き場所の
消失にも不安を感じている。
　こうした理由から本給食調理

中学校卒業まで「子ども医療
費無料化」を求める請願

◆請願理由（要旨）
　子育てを応援し、若者が定住す
る住みよいまちづくりは本市の発
展にとって大切な課題である。
　現在、高校・中学校卒業まで
子ども医療費を無料にする自治
体は県内で 19 市町村（入院医療
費のみを含む）に広がっており、
本市においても中学校卒業まで
子ども医療費を無料化されたい。
◆委員会審査（要旨）
・子育てを取り巻く環境におい
て、子ども医療費が保護者の重
い負担となることは理解するが、
現在のように各自治体間で子育
て支援施策を競う状況は、急激
な人口減少及び少子高齢社会の
抜本的な問題解決の本質から逸
脱している。
・安心して子どもを産み育てるた
めには、全国どこででも必要な
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議  現在、鳥獣被害は増加しており、捕獲
頭数も市町村合併前の倍以上となってい
る。５年前、本宮町に食肉加工処理施設
ジビエ本宮が設置され、捕獲した有害鳥
獣も処理されているものの、全市的に処
理される状況には至っていない。市とし
て大量に処理できる施設をつくる時期に
来ているのではないか。
市  ジビエ本宮での処理件数は年間 60 頭
程度で、その対象エリアも本宮町管内に
とどまっている。捕獲頭数が増加する中、
今後、市全域における捕獲鳥獣の処理に
ついて具体的な方策の検討を進めていき
たい。

議  本市の主な漁業である、まき網漁業、
一本釣漁業、ひき縄漁業（ケンケン漁）
による漁獲量が激減している。また、漁
業者も 10 年前は田辺漁協と湊浦漁協を
合わせ正組合員は 350 名いたが、現在で
は 151 名、平均年齢 64.7 歳と高齢化の
ため年々減少している。今何らかの対策
を講じなければ、漁業者は減る一方であ
る。市は、この現状をどのように捉えて
いるのか。
市  全国的に漁業を取り巻く環境は大変厳
しいと認識している。今後さらに、漁協
及び漁業者と連携を図り、漁業者にとっ
て魅力ある事業の立案に取り組む。

漁業振興対策について
　	 　　　　			湯口好章議員

鳥獣害対策について
	 	 	 高垣幸司議員

一 般 質 問

※    

は
議
員
か
ら
の
質
問
・
意
見
、　  

は
市
当
局
の
答
弁
を
表
し
て
い
ま
す
。

市

議

議  女性には女性ならではの視点がある。
その特性を生かして、防災まちづくり課、
廃棄物処理課、管理課（公園担当）、観
光振興課、たなべ営業室などに女性職員
を増員してはどうか。
市  女性の視点や感性が重要であることは
認識している。適材適所の配置を行って
いきたい。
議  女性職員が少ないため、管理職も少な
い。採用の改善はできないか。
市  職員採用は成績によるものである。
議  男女共同参画社会という社会は、女性
だけでなく男性にとっても生きやすい社
会である。市も力を入れてほしい。

市役所内における男女共同参画
について　　　	真砂みよ子議員

議  国体関連施設整備や国体終了後の人事
異動の方向性についての考えは。
市  社会経済情勢の変化や住民ニーズに対
応する部署への配置を考えている。
議  時間外勤務が多い部署やまちづくりを
担う部署への配属が必要である。現在、
嘱託職員（非常勤）となっている教育事
務所長は常勤職員にすべきである。
　また、「世界遺産のあるまち」にふさわ
しく、世界遺産課を新設してはどうか。
市  文化振興課文化財係は世界遺産、埋蔵
文化財、歴史民俗資料館に関する業務を
担当しており、今後も業務が増加する見
込みである。十分見極めながら対応する。

ゴールデンイヤー（国体や世界遺産
10 周年）後の人事政策について　　
　　　				 	 川﨑五一議員
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議会用語   解  説
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議  未来の田辺市を支えていくのは子ども
たちである。来年の市町村合併 10 周年
を迎えるに当たって、子どもたちの生の
声を聞く子ども議会を記念行事として開
催してはどうか。
市  子どもたちが将来の自分がどのように
田辺市で生きていくのか等について、議
会形式で意見を発表することは、自分の
まちを知り、また政治の仕組みを知るた
めの一つの方法である。子ども議会の開
催に向けて、議会や関係部局の意見等を
いただきながら検討したい。
議  子ども議会の実現に向けて、関係部局
との調整に努められたい。

議  鬪雞（とうけい）神社は、熊野三山の
別宮的な存在でもあることから、「紀伊山
地の霊場と参詣道」の世界遺産への追加
登録は可能であると考える。本市におけ
る候補地の詳細は。
市  世界遺産追加登録に当たっては、国指
定文化財の指定が必要となるため、市で
は現在、北郡越、長尾坂、潮見峠越、赤
木越の４つの道に加え、全体が高い文化
的価値を有する鬪雞神社境内を対象に、
国への意見の取りまとめを進めている。
議  中心市街地に位置する鬪雞神社が世界
遺産登録されると、市街地の活性化につ
ながるため、一層の推進に努められたい。

議  介護保険制度の見直しで要支援１・２
の方の訪問介護やデイサービスが介護保
険から除外され、また特別養護老人ホー
ム（特養）の入所要件が要介護３以上に
限定される。低所得者の特養利用料が引
き上げられるなど、サービスの低下や利
用抑制につながらないか。
市  要支援１・２の方には、市が行う新
しい総合事業に移行し、ボランティア・
NPO 等を含むサービス提供となる。要介
護１・２の方でも、在宅での生活が困難
な方は施設入所を認める特例要件がある。
議  サービスの低下にならないよう取り組
むべきである。

※
編
集
の
方
針
上
、「
～
だ
」「
～
で
あ
る
」
と
い
っ
た
文
体
に
統
一
し
て
い
ま
す
。

一 般 質 問

介護保険制度見直しによる利用者
サービスの低下について
　　　　　　　　	久保浩二議員

子ども議会の開催について
　	 　　　　					尾花　功議員

世界遺産追加登録の候補地に
ついて　　　	　			北田健治議員

 

定
例
会
と
臨
時
会

　

田
辺
市
議
会
に
は
、
定

例
会
と
臨
時
会
が
あ
り

ま
す
。

　

定
例
会
と
は
、
市
当
局

か
ら
議
会
に
提
出
さ
れ
る

議
案
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
定
期
的
に
招
集
さ
れ

る
議
会
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
本
市
で
は
定
例
会
を

年
４
回
と
定
め
て
、
３
月
、

６
月
、
９
月
、
12
月
に
開

会
し
て
い
ま
す
。

　

臨
時
会
と
は
、
定
例
会

以
外
に
必
要
が
あ
る
場

合
、
特
定
の
議
案
に
限
っ

て
審
議
す
る
た
め
に
臨
時

招
集
さ
れ
る
議
会
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。
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県
那
須
塩
原
市
、

　

福
島
県
本
宮
市
、
福
島
市

◆
派
遣
委
員

　

◎
安
達
克
典　

○
二
葉
昌
彦

　
　

湯
口
好
章　
　

佐
井
昭
子　
　

　
　

山
口　

 

進　
　

吉
田
克
己

　
　
（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

　
①
栃
木
県
那
須
塩
原
市
（
黒
磯
駅
前

の
再
生
事
業
に
つ
い
て
）

　

那
須
塩
原
市
で
は
、
人
口
減
少
や

高
齢
化
が
急
速
に
進
む
黒
磯
駅
前
の

再
生
事
業
を
進
め
て
お
り
、
町
な
か

へ
の
移
住
促
進
に
よ
る
集
約
型
都
市

の
形
成
、
徒
歩
や
自
転
車
で
暮
ら
せ

る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
な
ど
、
新
た

な
ま
ち
の
魅
力
創
出
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
黒
磯
駅
前
活
性
化
委

員
会
で
は
、
観
光
客
の
案
内
や
休
憩

場
所
の
確
保
、
イ
ベ
ン
ト
実
施
に
よ

る
誘
客
事
業
も
展
開
し
て
い
ま
す
。

6

常
任
委
員
会
視
察
研
修
報
告

常
任
委
員
会
で
は
、
市
政
の
発
展
・
住
民
福
祉
の
増
進
の

た
め
、
他
の
自
治
体
な
ど
の
先
進
的
な
取
り
組
み
等
に
つ

い
て
、
行
政
視
察
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

総
務
企
画
委
員
会

◆
日
程

　

平
成
26
年
10
月
21
日
～
23
日

◆
視
察
先

　

静
岡
県
沼
津
市
、

　

埼
玉
県
戸
田
市
、
さ
い
た
ま
市

◆
派
遣
委
員

　

◎
市
橋
宗
行　

○
北
田
健
治

　
　

川
﨑
五
一　
　

小
川
浩
樹

　
　

中
本
賢
治　
　

陸
平
輝
昭

　
　
（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

　
①
静
岡
県
沼
津
市
（
津
波
防
災
対
策

に
つ
い
て
）

　

沼
津
市
で
は
、「
地
震
・
津
波
対

策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

地
震
・
津
波
対
策
を
推
進
し
て
お
り
、

避
難
ビ
ル
の
指
定
、
避
難
路
の
指
定
・

整
備
、
緊
急
避
難
施
設
の
整
備
、
防

災
倉
庫
の
設
置
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、

避
難
看
板
設
置
な
ど
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
沼
津
港
に
は
、
住
民
と

そ
の
財
産
を
津
波
か
ら
守
る
た
め
、

日
本
最
大
級
の
水
門
で
あ
る
「
び
ゅ

う
お
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
埼
玉
県
戸
田
市
（
シ
テ
ィ
セ
ー
ル

ス
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
）

　

戸
田
市
で
は
、
調
査
研
究
と
政
策

支
援
の
二
つ
の
機
能
を
持
つ
政
策
研

究
所
を
平
成
20
年
に
設
置
し
、
テ
ー

マ
を
設
定
し
て
研
究
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
平
成
24
年
度
に
は
、
ま
ち

の
魅
力
や
課
題
を
改
め
て
見
つ
め
直

し
、
ま
ち
全
体
と
し
て
の
魅
力
を
向

上
さ
せ
る
た
め
、
そ
の
最
大
の
効
果

を
生
む
方
策
を
研
究
す
る
シ
テ
ィ
セ

ー
ル
ス
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

③
さ
い
た
ま
市
（
自
治
会
等
の
振
興

を
通
じ
た
地
域
社
会
の
活
性
化
の
推

進
に
関
す
る
条
例
の
策
定
経
過
と
取

り
組
み
に
つ
い
て
）

　

さ
い
た
ま
市
で
は
、
議
員
発
議
に

よ
り
右
記
の
条
例
を
平
成
24
年
に
制

定
し
、
町
内
会
へ
の
加
入
促
進
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
町
内
会

加
入
率
の
低
下
は
、
本
市
に
お
い
て

も
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
さ
い
た
ま

市
の
本
条
例
制
定
経
過
や
制
定
後
の

加
入
促
進
の
取
り
組
み
、
現
在
の
課

題
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

戸田市役所にて
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③
福
島
市
（
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
と
水

力
発
電
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
）

　

福
島
市
土
湯
温
泉
町
は
東
日
本
大

震
災
で
壊
滅
的
被
害
を
受
け
た
地
域

で
す
。
震
災
後
、
復
興
と
さ
ら
な
る

観
光
振
興
に
向
け
復
興
再
生
協
議
会

を
結
成
し
、
市
と
協
働
し
て
都
市
再

生
整
備
や
温
泉
を
活
用
し
た
バ
イ
ナ

リ
ー
発
電
、
砂
防
堰
堤
を
活
用
し
た

小
水
力
発
電
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

現
在
、
試
験
的
に
温
泉
熱
を
利
用
し

た
果
実
栽
培
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

文
教
厚
生
委
員
会

◆
日
程

　

平
成
26
年
10
月
29
日
～
31
日

◆
視
察
先

　

群
馬
県
高
崎
市
、
福
島
県
南
相
馬

　

市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
ぽ
ー
と
セ
ン
タ

　

ー
ぴ
あ
、　

南
相
馬
市

◆
派
遣
委
員

　

◎
松
下
泰
子　

○
橘　

智
史

　
　

久
保
浩
二　
　

尾
花　

功

　
　

安
達
幸
治　
　

出
水
豊
数

　
　

高
垣
幸
司

　
　
（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）
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②
福
島
県
本
宮
市
（
木
造
仮
設
住
宅

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
）

　

本
宮
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
後
、

約
１
４
０
戸
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
仮
設
住

宅
を
建
設
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は

県
の
公
募
事
業
と
し
て
、
地
域
の
業

者
や
大
学
等
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
み
ま
し
た
。
仮
設
住
宅
は
工
場
生

産
部
材
を
多
用
し
、
建
設
が
容
易
で

あ
る
た
め
、
未
経
験
者
で
も
組
み
立

て
に
参
加
で
き
、
雇
用
促
進
に
も
つ

な
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
低
予
算
で

済
む
こ
と
や
、
部
材
の
再
利
用
が
可

能
と
い
っ
た
利
点
も
あ
り
ま
す
。

①
群
馬
県
高
崎
市
（
高
崎
市
新
斎
場

整
備
事
業
に
つ
い
て
）

　

高
崎
市
で
は
、
平
成
28
年
度
共
用

開
始
に
向
け
新
斎
場
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
新
斎
場
は
、
火
葬
炉
12

炉
、
式
場
棟
、
待
合
室
等
を
兼
ね
備

え
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
環
境
に
配
慮

し
た
施
設
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
本

市
に
お
い
て
も
施
設
の
老
朽
化
が
進

ん
で
お
り
、
今
後
の
取
り
組
み
の
参

考
と
す
る
た
め
、
高
崎
市
の
施
設
整

備
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

②
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
ぽ
ー
と
セ
ン
タ
ー

ぴ
あ
【
デ
イ
サ
ポ
ー
ト
ぴ
ー
な
っ
つ
】

（
災
害
時
に
お
け
る
要
援
護
者
の
支

援
体
制
や
そ
の
後
の
状
況
等
に
つ
い

て
）

　

デ
イ
サ
ポ
ー
ト
ぴ
ー
な
っ
つ
は
、

生
活
介
護
、
自
立
訓
練
、
介
護
や
生

活
訓
練
を
必
要
と
す
る
人
が
学
校
卒

業
後
に
就
労
や
社
会
参
加
の
場
と
し

て
利
用
し
て
い
る
施
設
で
す
。
本
市

に
お
い
て
も
、
今
後
大
規
模
地
震
の

発
生
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
東
日
本

大
震
災
発
生
時
及
び
そ
の
後
の
要
援

護
者
支
援
等
、
実
際
の
現
場
で
行
う

べ
き
こ
と
や
、
要
援
護
者
に
必
要
な

対
応
策
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

③
福
島
県
南
相
馬
市
（
震
災
後
に
お

け
る
要
援
護
者
の
心
の
ケ
ア
に
係
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
）

　

南
相
馬
市
は
、
東
日
本
大
震
災
に

お
い
て
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
多

く
の
犠
牲
者
が
出
た
上
、
原
発
事
故

の
影
響
も
大
き
く
受
け
た
自
治
体
で

す
。
震
災
後
、
市
で
は
被
災
者
の
心

の
ケ
ア
事
業
を
進
め
、
心
の
健
康
づ

く
り
の
た
め
の
相
談
体
制
の
充
実
や

自
殺
予
防
推
進
の
取
り
組
み
と
あ
わ

せ
、
遺
族
同
士
で
気
持
ち
を
分
か
ち

合
い
、
語
り
合
う
「
わ
か
ち
あ
い
の

会
」
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ログハウス仮設住宅（本宮市）

整備中の高崎市新斎場
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議 会 活 動 日 誌

【9 日・10 日】産業建設委員会
【14 日・15 日】文教厚生委員会
【16 日・17 日】総務企画委員会
【20 日】国体関連施設整備特別委員会

【26 日】議会運営委員会

【2 日】本会議（１日目）、総務企画委員会、
産業建設委員会、文教厚生委員会

【11 日】本会議（２日目）、議会運営委員会
【12 日】本会議（３日目）、国体関連施設整

備特別委員会
【15 日】産業建設委員会  、文教厚生委員会
【16 日】総務企画委員会、文教厚生委員会
【22 日】本会議（４日目）、議会運営委員会、

総務企画委員会 、 産業建設委員会、文教厚
生委員会、広報委員会

【26 日】広報委員会

【19 日】広報委員会

市議会本会議の会議録や録画映像は
インターネットからご覧いただけます

田辺市ホームページを検索

田辺市議会をクリック

次のご覧になりたい項目をクリック

会議録検索　　　議会録画配信

閲覧・検索　　　　録画映像　

ご覧になりたい本会議開催日等を選択

 田辺市ホームページ
http://www.city.tanabe.lg.jp/

 田辺市議会ホームページ
http://www.city.tanabe.lg.jp/gikai/index.html
※表紙の QR コードからもアクセスできます。

 会議録検索ページ
http://www.kensakusystem.jp/tanabe/index.html

 議会録画配信ページ
http://www.kensakusystem.jp/tanabe-vod/index.html
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次回の「市議会だより」

5月号
（3月定例会の報告）

　議会日程の詳細や市議会だよ
りの内容等について、ご意見・
ご質問等がありましたら、下記
までご連絡ください。
　ホームページでは、議会の情
報や本会議会議録、録画映像を
ご覧いただけるほか、声の議会
だよりもご利用いただけます。

【連絡先】
田辺市議会事務局
〒 646-8545
田辺市新屋敷町１番地
TEL  0739-26-9940（直通）
FAX  0739-25-5579　　　
E-mail:gikai@city.tanabe.lg.jp

http://www.city.tanabe.lg.jp/gikai/  

平成 27 年 3 月定例会の会期日程（予定）
　3 月定例会の会期日程（案）をお知らせします。
　なお、日程は諸事情により変更される場合があ
ります。恐れ入りますが、傍聴をご希望の場合は、
議会事務局まで日時をお問い合わせください。

※本会議の開会予定時刻は、3 月 11 日及び 25 日が
　午後１時、それ以外は午前 10 時です。

10
月
　
　
　
　
11
月
　
12
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
月

月　日 会議の内容

 ２  27 本会議 1 日目（現年度補正予算等関係議案の提案
説明、新年度予算等関係議案の提案説明）

 ３

2 本会議 2 日目（新年度予算等関係議案の提案説明、
現年度議案に対する質疑及び委員会付託）

4・5 常任委員会（現年度補正予算等関係議案審査）

11 本会議 3 日目（付託議案に係る委員長報告、
現年度補正予算等関係議案審議、一般質問）

12 本会議 4 日目（一般質問）

13 本会議 5 日目（一般質問）

16 本会議 6 日目（一般質問、新年度予算等関係議案
に対する質疑及び委員会付託）

17 ～ 20、
 23・24 常任委員会（新年度予算等関係議案審査）

 25 本会議 7 日目（新年度予算等関係議案に係る委員
長報告、議案審議）


